
中
国
伝
統
医
学
で
は
、
疾
は
喀
疾
よ
り
も
幅
広
い
意
味
を
持
ち
、
粘
性
を
有
す
る
非
生
理
的
体
液
全
般
を
さ
す
。
疾
は
重
要
な
病
理
的
概

念
で
あ
る
た
め
に
、
中
国
伝
統
医
学
で
古
く
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
い
が
ち
で
あ
る
が
、
『
素
問
』
、
「
霊
枢
』
、
『
難
経
』
な
ど
の
古
典
の

（
一
）
（
一
一
）
（
一
一
一
）

中
に
は
、
こ
の
用
例
が
な
い
。
こ
の
不
思
議
な
事
実
に
つ
い
て
、
中
国
で
も
日
本
で
も
一
部
で
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
ど
の
論
説
も
問
題
を
提
起
す
る
に
と
ど
ま
り
、
解
決
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

著
者
ら
は
中
国
伝
統
医
学
と
仏
教
医
学
と
の
関
係
を
研
究
す
る
過
程
で
、
仏
教
医
学
の
導
入
と
並
行
し
て
「
疾
」
の
文
字
が
中
国
で
使
わ

（
四
）

れ
だ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
疾
は
仏
教
医
学
の
影
響
に
よ
り
作
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
も
つ
に
至
っ
た
。

本
報
で
は
漢
訳
仏
典
中
の
疾
の
用
例
を
時
代
を
追
っ
て
検
討
し
た
。
疾
の
概
念
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
質
的
に
異
っ
た
イ
ン
ド
の
伝

統
医
学
を
中
国
が
い
か
に
受
容
し
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
中
国
の
医
書
に
お
け
る
「
疾
」
の
受
容
と
変
遷
に
つ

い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。

痕
の
起
源
（
一
）

ｌ
漢
訳
仏
典
に
み
ら
れ
る
淡
の
検
討
Ｉ

遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
、
八
巻
英
彦
、
宮
本
浩
和

課
髪
鑪
蕊
一
套
轄
雲
一
展
平
成
五
年
二
月
三
日
受
付
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仏
教
医
学
は
四
大
不
調
説
を
根
幹
と
し
て
お
り
、
仏
教
医
学
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
イ
ン
ド
伝
統
医
学
（
ア
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
医
学
）
は
ト
リ

ド
ー
シ
ャ
（
三
つ
の
病
素
の
意
味
）
学
説
を
根
幹
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
中
国
が
仏
教
医
学
を
導
入
す
る
に
は
、
ま
ず
、
四
大
不
調
あ
る

い
は
三
つ
の
ド
ー
シ
ャ
の
解
釈
に
迫
ら
れ
る
。
疾
は
、
四
大
不
調
あ
る
い
は
三
つ
の
ド
ー
シ
ャ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
こ
の
概
念
を

無
視
し
て
仏
教
医
学
を
受
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
「
素
問
』
、
「
霊
枢
』
等
の
中
国
の
伝
統
的
な
医
学
の
な
か
に

は
庚
の
概
念
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
疾
を
訳
す
に
際
し
て
は
既
存
の
類
似
し
た
概
念
で
代
用
す
る
か
、
あ
る
い
は
新
し
い
訳
語
を
作
る
必

ト
リ
ド
ー
シ
ャ
（
ヴ
ァ
ー
タ
、
ピ
ッ
タ
、
カ
パ
）
の
う
ち
、
カ
パ
は
今
日
で
は
疾
と
訳
さ
れ
る
が
、
漢
訳
仏
典
で
は
初
め
か
ら
疾
と
訳
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
訳
者
お
よ
び
時
代
に
よ
り
、
大
き
く
変
遷
し
て
い
る
。
代
表
的
な
仏
典
中
の
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
ま
た
は
四
大
不
調
を

（
五
）

整
理
す
る
と
表
一
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
カ
パ
に
注
目
す
る
と
、
大
雑
把
で
は
あ
る
が
、
訳
は
次
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
る
こ
と
が

（
一
）
仏
典
の
翻
訳
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
後
漢
か
ら
西
晋
ま
で
は
「
寒
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
三
束
晋
か
ら
元
魏
ま
で
は
「
冷
」
ま
た
は
「
水
」
と
訳
し
て
い
る
。

ニ
ハ
）

（
三
）
梁
、
陳
以
後
は
「
疾
」
ま
た
は
「
疾
瘡
」
と
訳
し
て
い
る
。

カ
パ
を
「
疾
」
と
訳
し
た
の
は
、
中
国
で
最
も
仏
教
が
栄
え
た
唐
代
に
近
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
仏
典
の
内
容
を
十
分
に
咀
噛
し
た
結

果
、
カ
パ
に
対
し
て
疾
と
い
う
当
を
得
た
翻
訳
が
で
き
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
、
梁
、
陳
以
前
の
「
寒
」
、
「
冷
」
、
「
水
」
と
い

は
疾
の
概
念
が
な
い
。
し
杢

要
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

わ
か
る
。 一

仏
教
医
学
に
お
け
る
淡
の
重
要
性

一
カ
バ
の
翻
訳
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表’漢訳仏典における四大不調説およびトリドーシャ学説の変遷

蹄
一
罐

仏典 風(ヴァータ）｜火（ピッタ）｜水（カパ）地

七処三観経（安世高)(1)

阿開仏国経上（支婁迦誠147年）(2)

執
州
告
熱

寒
寒

風
風

呉｜佛医経(竺律炎共支越)(3)
西晋|修行道地経1(竺法護284

気 封
Jh,､

窯 力盛

共合

食

三合之病

修行道地経1(竺法護284年)(4)

胞胎経（竺法護303年)(5)

賢却経1(竺法護)(6)

封
心
執
《
執

風
風
風

寒
寒
寒

東晋 増一阿含経12(麗曇僧伽提婆397年)(7)

摩訶僧祇律10(仏陀賊陀羅共法顕416年)(8)

疾
熱

冷
水

風
風 雑病

後秦 十調律8（弗若多羅404年）（9）

大智度論1（鳩摩羅什405年)('0)

思惟喜要法（鳩摩羅什)('')

風
風
風

、
１
Ｖ
、
、
１
吋
、
Ｄ
Ｉ
１

罫
小
對
小
對

冷
冷
案

北涼 金光明経3（曇無誠)('2)

大般浬藥経25（曇無識421年)('3)

同39('4）

大方等大集経24（曇無識）（'5）

熱
熱
熱
罰

肺
水
冷
部

等分病風
風
風
風 和合等病

｜
風
一
風

熱
一
膳

６支

流
帥
若
仙

識
伽
銅
１
６
諦
芙

飢
真
玄

経
く

処
１
皿

念
論
論

法
諦
舎

正
四
倶

魏元
陳
唐

冷
一
疾 等分病

熱
熱
熱
熱
露
鑑
熱
熱
課
黄
黄
黄
黄
銅
執

淡
疾
疾
淡
“
癖
瘡
癖
擁
癖
疾
搾
擁
癖
疾

倶舎論10(玄芙651年)('8)

大毘婆沙論70（玄芙656年)('9)

大般若波羅蜜多経331（玄芙663年)(20)

顕宗論1(玄芙)(21)

南海帰寄内法伝下（義浄）（22〕

ノノ（22）

ノノ（22）

根本薩婆多部律攝8（義浄700年)(23)

金光明最勝王経9（義浄703年）（24）

根本説一切有部毘奈耶雑事12(義浄710年)(25)

大宝積経19(菩提流支713年)(26)

仏母大孔雀明王経上（不空）（27）

心地観経6（般若）（28）

四十華厳経11（般若798年）（29）

倶舎論記10(普光)(30)

風
風
風
風
塗
霊
風
風
風
風
風
風
風
風
風

雑病

婁噌

沈重

総集病

総集病

三集病

総集病

＊注の番号の後には，『大正新脩大蔵経」の巻数，ページ数，上中下段を記した。(1)2巻,882ページ，

上段;(2)11,755,下;(3)17,737,上;(4)15,188,下;(5)11,890,上;(6)14,8,中i(7)2,604,中;(8)22,316,下；

(9)23,61.上;(10)25,60,上;(1D15,297,下;(12)16,352,上;(13)12,511,中;(14)12,593,下i(15)13,169,中;(16)

171379,上;(17)32,382,下;(18)29,56,中;(19)27,363,中;(20)6,695,下;(2D29,777,上;(22)54,224,上;(23)24,

571,下;(24)16,447,下;(25)24,257,中;(26)11,105、中;(27)19,416,中(28)3,321,中;(29)10,711,中;(3041,184,

下．

(47）qqR
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っ
た
用
語
に
よ
る
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
見
方
が
で
き
る
。
四
大
不
調
説
と
は
「
水
大
に
異
和
が
起
き
れ
ば
百
一
の
疾
病
が
起
こ

る
。
火
大
に
異
和
が
起
き
れ
ば
百
一
の
熱
病
が
起
こ
る
。
風
大
に
異
和
が
起
き
れ
ば
百
一
の
風
病
が
起
こ
る
。
地
大
の
異
和
が
起
き
れ
ば
百

一
の
総
集
病
が
起
こ
る
。
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
水
大
の
属
性
に
注
目
す
る
と
疾
は
「
寒
」
、
「
冷
」
、
「
水
」
と
翻
訳
さ
れ
、
病
原
の
実
体

に
注
目
す
る
と
「
疾
」
の
文
字
が
必
要
に
な
る
。

（
七
）

中
国
の
伝
統
的
な
陰
陽
五
行
説
は
「
実
体
」
を
持
た
な
い
「
属
性
」
の
理
論
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
疾
な
ど
の
非
生
理
的

物
質
を
基
礎
に
置
く
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
学
説
［
ヴ
ァ
ー
タ
（
下
風
）
、
ピ
ッ
タ
（
胆
汁
）
、
カ
パ
（
疾
）
］
は
中
国
に
と
っ
て
は
異
質
な
も
の
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
カ
パ
を
疾
と
翻
訳
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
疾
」
に
至
る
ま
で
の
属
性
に
基
づ
く
訳
語
、
「
寒
」
、
「
冷
」
、
「
水
」
の
中
に
も
段
階
的
な
発
達
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
初
め
の
「
寒
」

と
い
う
訳
語
に
比
べ
る
と
「
冷
」
や
「
水
」
と
い
う
訳
語
の
ほ
う
が
体
液
と
い
う
実
体
に
近
い
。
「
寒
」
か
ら
「
冷
」
、
「
水
」
を
経
て
、
非
生

理
的
体
液
と
し
て
の
実
体
を
持
っ
た
「
疾
」
と
い
う
訳
語
に
至
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
唐
以
後
の
仏
典
に
お
い
て
カ
パ
の
訳

語
と
さ
れ
た
「
癖
」
も
疾
と
同
様
に
一
つ
の
実
体
を
持
っ
た
病
原
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
報
で
考
察
し
た
い
。

漢
訳
仏
典
で
は
、
皮
肉
筋
骨
や
内
臓
器
官
は
も
と
よ
り
、
分
泌
物
や
排
泄
物
ま
で
含
め
て
、
身
体
は
三
二
ま
た
は
三
六
物
か
ら
で
き
あ
が

（
八
）

っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
仏
典
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ら
を
属
性
の
違
い
に
基
づ
い
て
地
大
と
水
大
に
分
類
す
る
例
も
み
ら
れ
る
。
地

大
に
属
す
る
も
の
を
内
地
大
（
内
は
体
内
の
意
味
）
、
水
大
に
属
す
る
も
の
を
内
水
大
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
属
性
か
ら
み
る
と
喀
疾
は
内
水
大

ト
リ
ド
ー
シ
ャ
の
カ
パ
を
訳
す
際
に
は
四
大
（
地
、
水
、
火
、
風
）
の
属
性
に
の
っ
と
っ
た
翻
訳
も
可
能
で
あ
る
が
、
排
泄
物
と
し
て
の
喀

疾
を
訳
す
と
な
る
と
、
実
体
と
し
て
表
現
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
喀
疾
を
ど
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
か
を
漢
訳
仏
典
に
あ
た

っ
て
み
た
。

三
喀
疾
を
意
味
す
る
淡
の
翻
訳
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ま
ず
、
晴
唐
以
前
の
仏
典
で
は
喀
疾
に
相
当
す
る
訳
語
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
中
国
の
古
い
時
代
に
は
喀
疾
を
唾

（
一
一
）

や
柾
の
な
か
に
含
め
て
い
た
た
め
、
喀
疾
を
内
水
大
の
中
の
唾
に
含
め
て
表
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。
パ
ー
リ
語
で
書
か
れ
、
近
年
に
な
っ
て

（
八
）

日
本
語
に
訳
さ
れ
た
南
伝
仏
教
の
経
典
で
は
喀
疾
と
唾
と
を
区
別
し
て
書
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
北
伝
の
漢
訳
仏
典
で
も
唾
と
喀
疾
と

を
区
別
し
て
記
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翻
訳
の
初
期
段
階
で
は
唾
の
中
に
喀
疾
を
含
め
て
い
た
が
、
東
晋
時
代
に
な
る
と
原
本
に
の
っ

と
っ
て
喀
疾
を
独
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
起
き
た
こ
と
が
表
一
一
か
ら
わ
か
る
。

疾
の
概
念
が
確
立
す
る
に
至
る
過
程
を
み
る
と
決
し
て
単
純
な
道
筋
で
は
な
い
。
詳
細
に
調
べ
て
み
る
と
、
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
の
一
要
素
で

あ
る
ピ
ッ
タ
（
脂
汁
）
の
訳
語
が
こ
の
過
程
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
東
晋
時
代
の
「
中
阿
含
経
』
巻
四
で
は
内
水
大
の
一
つ

に
「
淡
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
喀
疾
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
同
書
巻
三
で
は
内
水
大
の
「
淡
」
に
相
当
す
る
言
葉

と
し
て
「
膳
」
を
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
淡
」
は
脂
汁
を
意
味
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
東
晋
時
代
の
翻

訳
に
な
る
『
増
一
阿
含
経
」
で
ピ
ッ
タ
（
謄
汁
の
障
害
）
を
「
痕
」
と
訳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

膳
汁
を
「
淡
」
や
「
疾
」
と
表
記
す
る
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
『
霊
枢
」
四
時
気
な
ど
で
膳
汁
を
単
に
膳
と
表
記
す
る
こ
と
も
あ

（
一
○
）
（
一
こ

る
が
、
体
液
を
意
味
す
る
の
に
膣
（
胆
）
の
字
は
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
そ
こ
で
、
後
に
、
膳
か
ら
出
る
体
液
の
意
味
の
「
瘡
」
の
字
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
『
大
毘
婆
沙
論
」
に
「
濾
熱
」
の
用
例
が
あ
る
こ
と
も
、
以
上
の
推
定
を
裏
付
け
る
。
一
方
、
中
国

（
一
一
一
）

で
は
古
く
か
ら
信
の
字
は
淡
の
字
に
通
用
し
て
き
た
。
そ
の
際
、
多
く
は
「
淡
」
の
字
が
用
い
ら
れ
る
。
「
淡
」
は
、
さ
ら
に
、
病
的
な
「
淡
」

の
意
味
の
「
疾
」
の
字
に
容
易
に
変
化
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
膳
汁
を
「
淡
」
や
「
疾
」
の
字
で
表
現
す
る
由
来
が
わ
か
る
。

一
方
、
「
淡
」
や
「
疾
」
に
対
し
て
謄
汁
と
喀
疾
の
両
方
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
達
摩
多
羅
禅
経
」
、
「
正

法
念
処
経
」
、
『
釈
禅
次
第
法
門
』
な
ど
で
は
脂
汁
を
「
黄
疾
」
、
喀
疾
を
「
白
疾
」
と
表
現
し
て
い
る
。

一
ホ
ユ
．
／
○

（
力
）

に
属
す
る
・
内
水
大
に
属
す
る
喀
疾
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
し
た
分
泌
物
や
臓
器
だ
け
を
仏
典
か
ら
抜
き
出
し
、
比
較
対
照
し
た
も
の
を
表
二
に
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表2漢訳仏典における32または36物中の「朧嚢」「膿汁」「喀疾」「唾」の訳の変遷

｜
球
一
嘩
一
酷
一
謡

１
１
１
１

唾
唾
は
休
唾
休
唾
休
唾
唾
唾
唾
唾
唾
休
休
唾
唾
唾
唾
休
唾
唾
休
唾
唾

唾
唾
唾
唾
唾
唾
唾
唾

謄嚢｜贈汁 喀痩および臘汁仏 典

膳七処三観経（安世高)(')

膳(水）修行道地経4（竺法護284年）（21

中阿含経7（崔曇僧伽提婆）（3）

同24(4)

同42(5)

増一阿含経2（盟曇僧伽提婆397年）（6）

同20(7)

達摩多羅禅経下（仏陀賊陀羅）（8）

膳（水）

膳

淡(水）

膳｜

帽(地）’

黄白疾繧

膳水坐禅三昧経上（鳩摩羅什402年)(9)鐸
一
癖
一
辨
一
顕
一
梁

大般浬藥経12(曇無識421年)('0) 膳

疾擴十二頭陀経（求那践陀羅)('') 膳

黄白痕ﾘ蔭正法念処経64（盟曇般若流支）（'2） 膳

淡解脱道論7（僧伽提婆)('3)

同8('4）

膣

|脂(水）

振
一
晴

大宝積経73（那連提耶舎）（'5） i膳(水）

黄疾白疾ﾘ蔭

痩陰

黄淡

釈禅次第法門8（智顎)('6)

大宝積経109(闇那蛎多)(17】

同110(18)

膳
膳
膳

膳 潜熱

疾癬（水）

淡

淡

熱疾（水）

黄水痩繧

疾

唐 大毘婆沙論40(玄芙656年)(19)

同75(20)

大般若波羅蜜多経53（玄芙663年）（21）

同414(22)

輸伽師地論27（玄笑）（23）

根本説一切有部毘奈耶雑事12(義浄710年)(24)

金毘羅童子威徳経（不空）（25）

脂(水）

ｊ

謄
謄
岫
膳
謄

膣

’
＊36または32物を地と水とに区分して記述している場合は，内地大を（地)，内水大を（水）と記し

た。なお，この区分を記していない場合は，記述の仕方で実体を推定し，謄嚢と膿汁とを判

別した。

＊＊注の番号の後には，『大正新脩大蔵経jの巻数，ページ数，上中下段を記した。(1)2巻，

878頁;下(2)15,206,下;(3)1,465,上;(4)1,583,中;(5)1,690,下;(6)2,556,下;(7)2,652,上;(8)15,

325,中;(9)15,271,下;(10)12,433,下;(11)17,721,下;(12)17,379,上;(13)32,432,下;(14)32,438,

下;(15)11,415,中;(16)46,530,上;(17)11,612,下;(18)11,613,中;(19)27,208,上;(20)27,388,上;(20

5,298,中;(22)7,78,中;(23)30,430,上;(24)24,258,上;(25)21,369,下．
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喀
疾
と
膿
汁
が
質
的
に
大
き
く
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
淡
」
や
「
疾
」
と
い
う
共
通
の
言
葉
を
使
う
こ
と
の
必
然
性
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
イ
ン
ド
医
学
は
も
と
よ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
医
学
で
も
膳
汁
は
吐
い
た
時
の
液
で
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
ギ
リ
シ
ャ
医
学
で
は
、

（
一
一
一
）

粘
液
、
黄
膿
汁
、
黒
膿
汁
、
血
液
な
ど
の
喀
出
液
に
よ
り
病
の
種
類
と
程
度
を
診
断
し
て
い
る
。
喀
出
す
る
液
体
と
い
う
意
味
で
は
喀
疾
と

膳
汁
は
同
じ
範
晴
に
属
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
者
が
共
通
の
文
字
を
用
い
、
相
互
に
交
流
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表
二
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
初
め
に
、
膿
汁
の
意
味
の
「
淡
」
（
瘡
）
や
「
疾
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
次
に
、
「
瘡
」

（
一
一
一
一
）

に
は
「
水
揺
ら
ぐ
な
り
」
の
字
義
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
通
用
す
る
「
淡
」
の
字
を
喀
疾
（
「
胸
間
の
水
気
」
）
の
意
味
で
用
い
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
脂
汁
と
喀
疾
の
二
つ
の
意
味
を
持
つ
「
淡
」
を
区
別
す
る
た
め
に
、
喀
出
物
の
う
ち
、
白
色
で
冷
性
の
液
を

「
白
疾
」
、
黄
色
で
熱
性
の
液
を
「
黄
疾
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
唐
代
以
降
に
な
る
と
、
「
疾
」
は
も
っ
ぱ
ら
喀
疾
を

意
味
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
唐
代
に
な
っ
て
か
ら
も
「
熱
疾
」
（
「
琉
伽
師
地
論
』
）
な
ど
の
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
疾
」

は
潜
在
的
に
膣
汁
も
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
疾
」
は
喀
疾
も
謄
汁
も
含
ん
だ
広
義
の
喀
出
物
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で

き
る
。こ

こ
で
再
び
表
一
の
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
の
訳
し
方
を
再
検
討
し
て
み
た
い
・

表
二
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
東
晋
時
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
唾
か
ら
喀
疾
を
独
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
は
晴
代
ま
で
に
ほ
ぼ
確
立
し
た
と

み
て
よ
い
。
唐
代
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
「
寒
」
、
「
冷
」
、
「
水
」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
き
た
カ
パ
が
「
疾
」
と
し
て
確
定
的
に
翻
訳
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
喀
疾
が
唾
か
ら
独
立
し
、
こ
れ
が
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
が
あ
る
。

次
に
、
ピ
ッ
タ
の
訳
語
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
表
一
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
殆
ど
の
場
合
、
「
熱
」
、
「
黄
」
、
「
黄
熱
」
と
い
っ

た
属
性
に
基
づ
く
訳
語
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
初
期
の
翻
訳
で
用
い
ら
れ
た
「
熱
」
に
比
べ
れ
ば
、
後
に
用
い
ら
れ
た
「
黄
」
の
ほ
う

三
カ
バ
と
ビ
ッ
タ
の
翻
訳
の
再
検
討
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ら
、
そ
の
後
、
徐
々
に
で
は
あ
↓

出
現
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

が
実
体
に
や
や
近
い
訳
語
で
あ
る
。
ピ
ッ
タ
は
本
来
は
病
素
と
し
て
の
膿
汁
を
意
味
し
て
い
る
が
、
「
脂
」
（
国
諦
論
」
）
と
訳
し
た
例
は
長
い

中
国
の
歴
史
の
中
で
も
殆
ど
み
ら
れ
な
い
。
疾
の
字
が
確
立
し
た
梁
、
陳
以
降
で
も
、
「
熱
」
や
「
黄
」
と
い
っ
た
属
性
を
意
味
す
る
訳
語
を

使
っ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
の
理
由
に
は
、
ピ
ッ
タ
の
属
性
（
火
）
が
カ
パ
の
属
性
で
あ
る
水
に
比
べ
て
実
体
と
し
て
把
握
し
に
く
い
点
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
さ
ら
に
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ピ
ッ
タ
の
本
来
の
訳
語
で
あ
る
膳
汁
が
水
大
の
疾
の
中
に
含
ま
れ
て
議
論
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
の
ピ
ッ
タ
を
翻
訳
し
た
た
め
、
体
液
の
意
味
合
い
を
持
つ
用
語
が
採
用
さ
れ
な
か
つ

結
果
を
得
た
。

た
と
み
ら
れ
る
。

以
上
を
概
観
す
る
と
、
中
国
に
お
け
る
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
の
受
容
は
全
般
的
に
は
属
性
に
よ
る
理
解
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
後
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
病
の
実
体
と
し
て
の
理
解
も
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
成
果
が
「
疾
」
と
い
う
訳
語
の

三 二 一
中
国
の
伝
統
的
な
医
学
で
は
「
疾
」
は
唾
や
挺
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
室
系
問
』
、
『
霊
枢
』
、
『
難
経
」
の
中
に
は
「
疾
」
の
用
例
が
み

中
国
伝
統
医
学
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
疾
」
の
由
来
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
漢
訳
仏
典
に
み
ら
れ
る
疾
の
用
例
を
検
討
し
、
以
下
の

疾
と
い
う
概
念
は
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
基
本
的
な
病
理
観
（
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
学
説
）
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
中
国
が
仏
教
医
学
を
導
入

し
た
際
に
、
疾
を
無
視
し
て
受
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

病
原
と
し
て
の
疾
（
カ
パ
）
は
、
元
魏
以
前
は
「
寒
」
、
「
冷
」
、
「
水
」
と
翻
訳
さ
れ
、
梁
、
陳
以
後
は
「
淡
」
、
「
疾
」
、
「
疾
繧
」
と
訳
さ

れ
て
い
る
。
元
魏
以
前
の
訳
は
カ
パ
の
属
す
る
水
大
の
属
性
に
基
づ
い
て
お
り
、
梁
、
陳
以
後
の
訳
は
喀
疾
の
実
体
に
基
づ
い
て
い
る
。

ら
れ
な
い
ｃ
総
括
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八七六 五四

謝
辞『

金
七
十
論
』
な
ど
の
各
種
の
文
献
を
ご
教
示
頂
く
と
と
も
に
有
益
な
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
鶴
見
大
学
女
子
短
期
大
学
部
教
授
、
中
田
直
道
先

生
、
な
ら
び
に
文
献
の
閲
覧
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
麗
澤
大
学
図
書
館
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
報
で
の
仏
典
の
引
用
は
、
高
楠
順
次
郎
・
渡
辺
海
旭
編
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
（
全
八
五
巻
）
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
東
京
、
昭
和
三
十

五
年
～
昭
和
五
十
三
年
、
再
刊
、
に
よ
っ
た
。
仏
典
名
の
後
に
付
し
た
括
弧
内
の
数
字
は
、
『
大
蔵
経
』
の
巻
数
・
ペ
ー
ジ
数
・
上
中
下
段
を
示
す
。

二
）
張
介
賓
『
景
岳
全
書
』
五
三
○
頁
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
上
海
、
一
九
八
四
。
原
南
陽
「
叢
桂
亭
医
事
小
言
』
、
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明

編
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
二
八
）
四
四
三
～
四
四
五
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
昭
和
五
十
四
年
。

（
二
）
香
川
修
庵
『
一
本
堂
行
余
医
言
』
、
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
（
六
六
）
四
○
一
～
四
一
五
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、

喀
疾
を
唾
か
ら
独
立
さ
せ
て
翻
訳
す
る
動
き
は
す
で
に
東
晋
時
代
に
み
ら
れ
、
晴
唐
の
時
代
に
は
確
立
し
て
い
る
。

「
淡
」
、
「
疾
」
は
、
初
期
の
漢
訳
仏
典
で
は
膿
汁
を
意
味
し
た
。
こ
れ
は
、
謄
汁
を
意
味
す
る
「
漕
」
の
字
が
起
源
で
あ
り
、
「
禮
」
と

「
淡
」
が
通
用
し
合
う
こ
と
に
よ
る
。

喀
疾
を
意
味
す
る
「
疾
」
は
「
濾
」
の
「
水
揺
ぐ
な
り
」
の
意
味
の
転
用
で
あ
る
。

膿
汁
も
喀
疾
も
喀
出
物
と
い
う
点
で
共
通
す
る
概
念
で
あ
り
、
「
疾
」
は
両
方
の
意
味
を
持
つ
。

中
国
の
伝
統
医
学
の
根
幹
で
あ
る
陰
陽
五
行
説
は
属
性
の
哲
学
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
の
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
学
説
は
病
素
と

し
て
の
実
体
を
も
っ
た
学
説
で
あ
る
。
中
国
で
は
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
学
説
を
、
ま
ず
、
地
水
火
風
の
属
性
の
面
か
ら
把
握
し
た
。
そ
の
後
、

時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
実
体
と
し
て
把
握
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
リ
ド
ー
シ
ャ
の
翻
訳
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
変
遷
の
中
に
、

中
国
に
お
け
る
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
受
容
の
経
過
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

文
献
お
よ
び
注
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（
四
）
多
紀
元
簡
「
医
謄
」
、
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
（
一
○
八
）
七
八
～
七
九
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
昭
和
五
十
八

年
、
で
は
「
百
病
は
疾
よ
り
生
じ
る
」
と
い
う
見
方
は
仏
典
に
由
来
す
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
疾
の
概
念
そ
の
も
の
が
仏
教
医

学
に
由
来
す
る
と
い
う
見
解
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
五
）
仏
典
の
訳
年
は
、
水
野
弘
元
等
編
「
仏
典
解
題
事
典
」
春
秋
社
、
東
京
、
一
九
八
○
、
お
よ
び
、
総
合
仏
教
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
集
「
総

合
仏
教
大
辞
典
』
（
上
・
下
巻
）
、
法
蔵
館
、
京
都
、
一
九
八
七
、
に
よ
っ
た
。
以
下
の
文
献
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
表
一
に
載
せ
ら
れ
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。
風
・
熱
・
寒
、
支
婁
迦
識
「
道
行
般
若
経
二
」
（
八
・
四
三
六
・
上
）
、
支
謙
「
大
明
度
経
二
」
（
八
・
四
八
五
・
中
）
、

竺
法
護
「
修
行
道
地
経
一
・
四
」
（
一
五
・
八
七
・
中
、
一
五
・
二
○
八
・
中
、
一
五
、
二
一
○
・
下
）
、
竺
法
護
「
賢
却
経
こ
（
一
四
・
九
・

上
）
、
「
摩
訶
般
若
紗
経
二
」
（
八
・
五
一
七
・
下
）
、
鳩
摩
羅
什
「
大
智
度
論
八
」
（
二
五
・
一
二
○
・
上
）
。
風
・
熱
・
寒
、
衆
病
、
竺
法
護

「
修
行
道
地
経
四
」
（
六
○
六
・
二
○
九
・
中
）
。
風
・
寒
・
熱
・
癖
・
竺
法
護
「
正
法
華
経
三
」
（
九
・
八
五
・
中
）
、
風
・
熱
・
冷
、
弗
若

多
羅
「
十
調
律
一
三
・
二
六
」
三
三
・
九
三
・
下
、
二
三
・
九
七
・
上
、
二
三
・
一
八
五
・
下
）
、
鳩
摩
羅
什
「
小
品
般
若
波
羅
蜜
経
一
ご

（
八
・
五
四
五
・
中
）
、
鳩
摩
羅
什
「
大
智
度
論
八
」
（
二
五
・
二
九
・
下
）
、
曇
無
識
「
大
般
浬
藥
経
二
」
二
二
・
三
七
八
・
上
）
、
崔
曇

般
若
流
支
「
正
法
念
処
経
四
八
・
六
七
」
（
一
七
・
二
八
六
・
上
中
下
、
一
七
・
三
九
九
・
中
）
。
風
・
熱
・
冷
・
雑
、
鳩
摩
羅
什
「
大
智
度

論
五
九
」
（
二
五
・
四
七
七
・
上
、
二
五
・
四
七
八
・
中
）
。
風
・
熱
・
冷
・
労
、
弗
若
多
羅
「
十
調
律
五
こ
三
三
・
三
七
一
・
中
）
。
風
・

熱
・
水
、
仏
陀
祓
陀
羅
共
法
顕
「
摩
訶
僧
祇
律
四
○
」
（
二
二
・
五
四
四
・
上
中
）
、
曇
無
識
「
金
光
明
経
三
」
（
一
六
・
三
五
一
・
下
）
。
風
・

熱
・
水
・
雑
病
、
曇
無
識
「
大
般
浬
藥
経
一
二
」
（
一
二
・
四
三
五
・
上
）
。
風
・
黄
・
水
、
曇
無
識
「
大
般
浬
藥
経
三
九
」
（
一
二
・
五
九
二
・

上
）
。
風
・
熱
・
肺
（
・
等
分
病
）
、
曇
無
識
「
金
光
明
経
三
」
二
六
・
三
五
一
・
下
、
一
六
・
三
五
二
・
上
）
。
風
・
熱
・
疾
、
眞
諦
「
金
七

十
論
上
」
（
五
四
・
一
二
四
五
・
上
）
。
風
・
熱
・
淡
・
雑
病
、
玄
芙
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
五
一
七
」
（
七
・
六
四
四
・
上
）
。
風
・
熱
・
疾
・

和
合
、
玄
美
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
五
四
一
、
五
五
八
」
（
七
・
七
八
二
上
、
七
・
八
七
八
・
上
）
。
風
・
熱
・
淡
・
合
集
、
玄
芙
「
大
般
若

波
羅
蜜
多
経
四
三
○
」
（
七
・
一
六
三
・
中
）
。
風
・
熱
・
疾
・
雑
病
、
玄
芙
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
四
五
こ
（
七
・
二
七
七
・
下
）
。
風
．

（
三
）
喜
多
村
直
寛
『
金
置
要
略
疏
義
』
、
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
（
九
一
）
三
三
～
四
○
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
昭

和
五
十
七
年
。

昭
和
五
十
七
年
。
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熱
・
疾
應
、
仏
陀
耶
舎
共
竺
仏
念
等
「
四
分
律
三
五
」
（
三
一
・
八
一
四
・
中
）
、
義
浄
「
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
八
」
三
三
・
六
六
四
・

下
）
。
風
・
熱
・
疾
潅
・
総
集
病
、
義
浄
「
金
光
明
最
勝
王
経
九
」
（
一
六
・
四
四
七
・
下
、
一
六
・
四
四
八
・
上
）
、
義
浄
「
大
孔
雀
呪
王
経

上
・
中
・
下
」
（
一
九
・
四
六
○
・
上
、
一
九
・
四
六
八
・
上
、
一
九
・
四
七
一
・
中
、
一
九
・
四
七
五
・
中
）
。
風
・
熱
・
疾
瘡
・
三
集
病
、

義
浄
「
大
孔
雀
呪
王
経
上
」
（
一
九
・
四
六
一
・
下
）
。
風
・
熱
・
艫
、
義
浄
「
金
光
明
最
勝
王
経
九
」
（
一
六
・
四
四
八
・
上
、
一
六
・
四
四

八
・
中
）
。
風
・
熱
・
癌
・
総
集
、
義
浄
「
金
光
明
最
勝
王
経
九
」
（
一
六
・
四
四
八
・
中
）
。
風
・
熱
。
應
・
三
合
、
義
浄
「
療
痔
病
経
」
（
二

一
・
四
九
○
・
下
）
。
風
気
・
黄
熱
・
疾
嬉
、
義
浄
「
根
本
薩
婆
多
部
律
摂
八
」
（
二
四
・
五
七
一
・
下
）
。
風
・
黄
熱
・
疾
濾
・
三
倶
起
、
義

浄
「
金
光
明
最
勝
王
経
九
」
（
一
六
・
四
四
八
・
上
）
。
風
・
黄
熱
・
瘡
、
義
浄
「
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
一
二
」
（
二
四
・
二
五
七
・

中
）
。
風
・
黄
・
疾
、
閨
那
蛎
多
「
大
宝
積
経
二
○
」
二
一
・
六
一
七
・
上
）
、
実
叉
難
陀
「
八
十
華
厳
経
六
六
」
二
○
・
三
五
四
・
中
）
、

般
若
「
四
十
華
厳
経
一
こ
二
○
・
七
一
○
・
下
、
一
○
・
七
二
・
上
）
。
風
・
黄
・
疾
・
三
集
病
、
不
空
「
能
浄
一
切
眼
疾
病
陀
羅
尼

経
」
（
二
一
・
四
九
○
・
中
）
。
風
・
黄
・
疾
・
和
合
諸
病
、
菩
提
流
志
「
大
宝
積
経
一
九
」
二
一
・
一
○
四
・
中
）
。
風
・
心
黄
・
疾
・
和

合
共
起
、
菩
提
流
志
「
大
宝
積
経
五
五
」
二
一
・
三
二
五
・
下
）
。
風
・
黄
・
疾
擴
、
義
浄
「
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
一
こ
三
四
・

二
五
三
・
中
）
、
義
浄
「
大
宝
積
経
五
六
」
二
一
・
三
二
八
・
中
）
、
不
空
「
除
一
切
疾
病
陀
羅
尼
経
」
三
一
・
四
八
九
・
下
）
。
風
・
黄
・

疾
潅
・
総
集
病
、
義
浄
「
大
宝
積
経
五
七
」
（
二
・
三
三
二
・
上
）
、
不
空
「
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
中
」
二
九
・
四
三
一
・
下
）
。
風
・
黄
・

疾
繧
・
三
集
病
、
不
空
「
仏
母
大
孔
雀
明
王
経
上
・
中
・
下
」
二
九
・
四
一
九
・
中
、
一
九
・
四
二
八
・
上
、
一
九
・
四
三
八
・
中
）
。
風
・

黄
・
疾
繧
・
三
集
、
義
浄
「
観
自
在
菩
薩
如
意
心
陀
羅
尼
呪
経
」
（
二
○
・
一
九
七
・
上
）
。
風
・
黄
・
疾
瘡
・
等
病
、
実
叉
難
陀
「
観
世
音

菩
薩
如
意
輪
陀
羅
尼
神
呪
経
」
三
○
・
一
九
八
・
上
）
。
風
・
黄
・
雁
・
等
分
、
閨
那
蛎
多
共
笈
多
「
添
品
妙
法
蓮
華
経
三
」
（
九
・
一
五
三
・

中
）
。
風
と
黄
・
雁
・
等
、
閣
那
蛎
多
共
笈
多
「
添
品
妙
法
蓮
華
経
三
」
（
九
・
一
五
三
・
中
）
。
風
・
廣
・
疾
繧
、
日
称
等
「
福
蓋
正
行
所
集

経
四
」
（
三
二
・
七
二
五
・
下
）
。
施
護
「
仏
説
仏
母
出
生
三
法
蔵
般
若
波
羅
蜜
多
経
四
」
（
八
・
六
○
二
・
上
）
。
風
・
黄
白
疾
・
涕
唾
、
閨

那
蛎
多
「
大
宝
積
経
二
○
」
（
二
・
六
二
二
・
下
）
。
冷
・
熱
、
鳩
摩
羅
什
「
大
智
度
論
五
八
」
（
二
五
・
四
六
九
・
下
）
。
掘
強
・
蒸
熱
・

腱
腫
・
沈
重
、
失
訳
「
五
王
経
」
（
一
四
・
七
九
六
・
中
）
。

（
六
）
「
疾
」
の
訳
語
が
初
め
て
見
ら
れ
る
「
四
諦
論
」
、
『
金
七
十
論
」
な
ど
は
真
諦
（
四
九
九
～
五
六
九
年
）
が
中
国
に
入
国
（
五
四
六
年
）
し
て
か

ら
没
す
る
ま
で
の
梁
、
陳
の
間
に
著
し
た
と
み
ら
れ
る
。
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東
京
、
一
九
八
五
。

（
三
）
慧
琳
選
「
一
切
経
壷

（
八
）
福
永
勝
美
『
仏
教
医
学
事
典
」
二
～
二
○
頁
、
雄
山
閻
出
版
、
東
京
、
昭
和
五
十
五
年
。

（
九
）
仏
典
の
訳
年
は
（
五
）
と
同
じ
文
献
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
以
下
の
文
献
は
表
二
に
は
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
膳
・
疾
痛
・
唾
、
失

訳
「
禅
要
経
」
（
一
五
・
二
三
八
・
上
）
。
膳
・
唾
、
崔
曇
僧
伽
提
婆
「
中
阿
含
経
二
○
」
（
一
・
五
五
六
・
上
）
。
黄
白
及
疾
瘡
・
唾
、
仏
陀

賊
陀
羅
「
達
摩
多
羅
禅
経
下
」
二
五
・
三
一
八
・
中
）
。
疾
擴
、
求
那
賊
陀
羅
「
雑
阿
含
経
四
三
」
（
二
・
三
二
・
下
）
。
痩
・
唾
、
仏
陀

多
羅
「
円
覚
経
」
（
一
七
・
九
一
四
・
中
）
。

（
弓
「
嘔
脂
」
と
記
し
て
い
る
（
『
霊
枢
」
五
一
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
二
）
。
『
千
金
方
」
で
は
「
劇
者
須
吐
謄
乃
上
」
（
宋
版
『
備

急
千
金
要
方
』
、
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
（
一
○
）
六
六
二
頁
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
八
九
）
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
外
台
秘

要
」
で
は
同
じ
箇
所
が
「
劇
者
須
吐
膳
汁
乃
上
」
（
宋
版
『
外
台
秘
要
方
』
、
小
曽
戸
洋
監
修
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
』
（
四
）
一
五
八
頁
、
東

洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
二
と
な
っ
て
い
る
。
「
膳
」
が
「
膳
汁
」
を
意
味
す
る
一
例
で
あ
る
。

（
三
表
二
に
お
い
て
も
謄
嚢
と
脂
汁
を
正
確
に
区
別
す
る
の
は
難
し
い
。
「
膳
」
の
中
に
両
義
を
持
つ
可
能
性
が
高
い
。

（
三
）
「
人
間
の
自
然
性
に
つ
い
て
」
、
大
槻
真
一
郎
等
編
訳
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
（
一
）
九
六
○
～
九
六
三
頁
、
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社
、

（
七
）
荒
木
正
胤

五
十
八
年
。「

一
切
経
音
義
二
三
」
（
五
四
・
四
五
二
・
中
）
。

「
陰
陽
五
行
説
に
つ
い
て
」
、
荒
木
ひ
ろ
し
編
『
日
本
漢
方
の
特
質
と
源
流
（
下
匡
四
五
一
頁
、
荒
木
正
胤
遺
徳
会
、
茨
城
、
昭
和

（
遠
藤
、
中
村
、
宮
本］
本
轆
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）

（
八
巻
”
香
栄
興
業
株
式
会
社
）
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HistoryoftheTerm"TIm''"(Phlegm)(I)

-･StudiesoftheTerm"Tq""RDescribedinClassicalChinese

TranslationsofBuddhiStLiterature-

byJiroENDO,TerukoNAKAMURA,HidehikoYAMAKIandHirokazuMIYAMOTO

Wetracedtheoriginoftheterm<""''"(phlegm)inChinesetraditionalmedicine.Thistermitself

isnotfoundinearlyworksbutisrepresentedbythetermsof"0唾(saliva)and"α刀挺(drivel).

However,.inthetheoryoftri-dosaoflndiantraditionalmedicine,phlegmisanimportantelement・Our

studiesofclassicalChinesetranslationsofBuddhistliteratureshowedthattheconceptof"〃疾in

BuddhistmedicinewasintroducedintoChinathroughBuddhism.

（
吟
唖
）

中
毒
め


